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研究成果の概要（和文）：「郷土」と言えるのは次のような空間である。１）子どもたちが日常生活を送る空間。２）
子どもたちが日常的な学習活動を行う空間。ただし、これらの空間は子どもたちにとって身近に感じられているべきで
ある。子どもの日常的な経験が提供される多くの機会を「郷土」が有しているのである。
子どもたちの経験の中で、特に「経験密度」が子どもの成長発達において重要なメルクマールとなることが解ってきた
。経験密度の把握は経験のポテンシャルを示すものであり、経験を制御するために経験密度の濃淡が有効に機能し、さ
らに効果的な郷土教育モデルの実現が期待される。

研究成果の概要（英文）："Kyodo" is the following space . 1) The space where children live under daily 
life. 2) The space where children perform daily learning activity. If these space should be felt for 
children friendly, "Kyodo" has many learning opportunities when the daily experience is offered.
The "experience density" is the important factor in the growth of the child in particular. The grasp of 
the experience density shows potential of the experience, and the light and shade of the experience 
density function effectively to control experience, and the realization of a more effective education for 
"kyodo Kyoiku" model is expected.

研究分野：教育学

キーワード： 郷土教育　現代化　郷土教育モデル

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 子どもの発達環境であるところの生活空
間は、かつて「郷土」と呼ばれた空間である。
郷土教育においては、子どもの直接的な経験
が可能な教材を用い、子どもが具体的な事物
や事象と関わりつつ活動することを通して、
直観によって環境世界の認識が実現される
ものと考えられていた。 
 かつて我が国においても、ドイツの
Heimatkude や Gesamtunterricht の手法
を取り入れた郷土科や合科教授において実
現されていたものである。しかし、学校教育
におけるこうしたアプローチは子どもたち
の興味関心に即するという「前提」が、とも
すれば「目的化」されていたケースが少なく
ない。郷土における諸事物や諸事象を扱った
具体的活動を導入すれば、子どもの中に予定 
調和的に郷土に関する認識が形成され、郷土
との関連を通して郷土外の諸事物・諸事象へ
の認識が成立するという仮説は、学力低下を
招くという批判を回避できない。これでは郷
土の教育的価値は実現されない。 
 研究代表者は、大学卒業研究から上記に関
連するアプローチを継続しておこなってお
り 、 ド イ ツ 改 革 教 育 学 の 時 代 の
Heimatkunde や Gesamtunterricht の教育
理念と授業理論に学び、また、第二次世界大
戦後の西ドイツ復興後の Sachunterricht の
成立経緯及び我が国の生活科との比較考察
などの知見も踏まえている。その見地から、
近年は我が国において子どもの生活空間が
大きく変化し、日常生活を営む空間と学習内
容とが時として大きく乖離し、子どもたちが
現実感覚を喪失しつつあるという危機感を
抱いているところである。 
 経済活動がグローバル化した現代にあっ
て、身近な生活空間の中にこそ、人類の取り
組むべき課題がリアルな現実態として存在
することが子どもたちに意識され追究対象
として認識されるべきである。その課題を郷
土における具体的な事物や事象という教材
として位置づけ、それに基づいた学習活動が
学校教育カリキュラムの中に位置づけられ
るべきであると考える。そのことが郷土教育
を現代において実践する価値を生むものと
なる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、子どもが日常生活を営む生活空
間としての郷土教材の教育的機能に着目し、
まず郷土が学習者たる子どもにとっていか
に経験され、意識されているのかという実態
を明らかにする。 
 その上で、郷土という存在がはらむ教育的
諸要素を抽出するアプローチを通して、郷土
が有する教育的機能を可視化し、オリジナル
郷土教材の開発と郷土空間における学習活
動のモデルプランを作成することを目的と

する。同じ地域で生活する子どもに対しても
郷土教材は多様に価値づけられる。本研究は、
具体的レベルを捨象した諸事象・諸事物が有
する一般的特徴を概念的に記述するにとど
まることなく、具体的な教材を開発し、その
教材に関わって実現可能な教育的機能を解
明した上で、学習活動の構想を行うことで他
地域にも適用可能な郷土教育のモデルを構
築するものである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、まず昭和初期の郷土教育理論か
ら研究の観点を得た上で、子どもの地域学習
を、子どもの「郷土」における「事象・事物」
の経験として把握する。それら経験に対して、
子どもの意識や子どもの生活地域の郷土教
材の実態調査に基づいた諸要素の抽出及び
分析を行い、教材開発と学習活動プランの提
案に発展させる。得られた知見を授業計画の
立案から授業実践へと発展させ、授業実践の
分析によってその意義を検証する。 
「郷土」を学ぶことに関与する要素の抽出と
構造的記述は、郷土教育研究、社会科教育研
究の知見、及びフィールドワークによる事例
分析結果を交えて遂行する。 
 
＜平成２４年度＞ 
 同年度は研究の合理的な遂行を実現する
ために３年間の研究計画を網羅する見通し
を立てた上で、文献研究と２つの地域の事例
研究を開始する。文献研究の対象とするのは
郷土教育聯盟の理論と実践、及び三澤勝衛の
理論と実践である。事例研究の対象とするの
は、三澤勝衛が活動していた長野県における
郷土教育の事例、さらには申請者が関わりを
持つ奈良市内の小学校における地域学習の
事例である。 
 
１）これまでに収集してきた三澤勝衛の著
作・論文、及び郷土教育聯盟等の先行研究の
分類と分析、郷土教育上の価値と現代への適
用可能性の検討をおこなう。この際に、先行
研究として把握すべき対象に遺漏がないか
どうかの確認をあわせておこなう。ここでは
主として下記のような文献からアプローチ
を行うこととする。とくに文献からは、郷土
教育の概念規定、郷土教育の意義、ならびに
地域に即した実例を取り上げて検討する。 
 
・伊藤純郎『郷土教育運動の研究』（思文閣、
1998 年） 
・郷土教育聯盟機関誌『郷土』、『郷土科学』、
『郷土教育』（全２４巻） 
・三澤勝衛『三澤勝衛著作集』（農文協、2009 
年） 
 
２）具体的郷土として対象とする奈良県北西
部については、古代史研究としてのアプロー
チではなく、現実に近隣の小学校においてい



かなる「地域学習」としてのアプローチが行
われているかを調査し、郷土教育としての要
素を抽出し考察する。事例としては東大寺を
校区に含む小学校を取り上げ、地域学習的ア
プローチがいかにおこなわれているのかを
検討する。奈良市内ではこの対象を、高学年
の歴史学習として扱う以前に、中学年の地域
学習としても扱っており、さらに低学年生活
科学習の中にも東大寺周辺の探索活動が取
り入れられている。高学年における歴史学習 
としての教材が、奈良市の小学生にとっては
低学年における「日常的事例」（三枝孝弘
1979）として意識され、低学年児童において
も一定の「歴史学習」の足がかりが実現して
いるのである。発達段階を考慮すれば、低学
年児童の意識にある東大寺盧舎那仏像と高
学年児童の意識にある東大寺盧舎那仏像は
同一ではない。同じ対象が異なる次元で意識
されているのである。この意識の相違は、子
どもたちの自由研究発表、日記、さらには授
業実践等の事実から読み解くことが可能で 
あり、一部の抽出児からは独自学習の成果に
関する聞き取り調査をおこなう承諾を得て
いる。 
 とくに郷土教材を申請者自身のフィー
ルドワークによって調査・記録すること
と同時に、郷土教材としての教育的価値
を明らかにするために、関係者への聞き
取り調査や児童へのアンケートによって、
日常的な事物や事象に対して可能な限り
リアルな教材価値を発現することができ
るように、さらにそれを授業実践レベル
へと発展させるように検討をおこなう。 
 
＜平成２５年度＞ 
 平成２４年度におこなったフィールド
ワークと授業観察と授業構想へのアプロ
ーチを継続する一方で、その対象地区を
拡大して、子どもの生活空間とは離れた
他地域における郷土教材の事例と実践的
事例に基づいて子どもたちの意識におけ
る「中核的因子」の存在を仮定し、その
様態を明示的に記述していくこととして
いる。それによって人間形成諸因子の抽
出及び構造的記述にアプローチする。日
常的な事物や事象を学ぶことを通して子
どもの中にいかなる郷土観が形成される
のかという要因とプロセスを緻密に検証
することとしている。 
 「郷土教材」について資料の収集・整
理と分析・考察、それに関わる授業実践
の分析をおこなうが、そのこととあわせ
て研究目的の実現に直結する作業を開始
する。抽出された因子が現実に人間形成
的機能を有しているか、またそれらが現
実的に機能しているかどうかの検証をお
こなう。 
 
＜平成２６年度＞ 
前年度までに郷土における人間形成諸因

子の抽出及び構造的記述のアプローチを
開始しているため、当年度はそれに基づ
いてそれらの人間形成諸因子が有する
「教育的機能」を明らかにするための実
証的研究をおこなう年度である。主とし
て実験授業もしくは研究授業において、
根拠ある事実を掲げた考察をおこなうこ
とを目処とする。それはたとえば具体的
な単元構成案、学習指導計画案、及びそ
れに基づいた研究授業の実施によってお
こなう。実証的研究の際には、諸事例に
おいて相互に矛盾するところや、あるい
は相互に新たな類似性や関連性をもつと
ころを検討し、収集あるいは実施した授
業実践例を分析検討することによって、
可能な限り適用範囲の広い「郷土教材」
の要件と、理念的な「郷土教育モデル」 
の構築をおこない、それを研究授業にお
いて再検証する。 
 最終的に、子どもが日常生活を営む生
活空間としての郷土の教育的機能に着目
し、郷土がいかなる人間形成諸因子を有
しているのかの抽出をおこない、それら
諸因子を分類した上で諸因子を媒介する
結合諸因子を見いだし、それらを一体的
構造として記述する。その際、諸因子の
多様性及び諸因子が子どもに及ぼす影響
の多様性を踏まえ、現実的に郷土が子ど
もに対して実現する教育的機能を明示す
るものとする。その際に、郷土教材の選
択と呈示、学習指導構想、研究授業の 
実施、及び実施した研究授業の分析を通
して仮説的な郷土教育モデルの実効性を
検証し、その地 
域的要素と普遍的要素の抽出と検証をお
こなう。 
ただし郷土教育の究極的目的は、子ども
たちの郷土理解ではなく、子どもたちに
よる郷土の再興あるいは建設である。子
どもたち自身が、その郷土に生きる生活
主体として、郷土に対して働 
きかけを行うことができて初めて郷土教
育は完結する。子どもたちがその生活環
境から受ける影 
響に関して、郷土の教育力として再構成
を行うためには下記のような文献から得
られる知見を踏まえて、その上に「現代
的郷土教育モデル」を構築する。 
 
・宮坂広作『風土の教育力 –三澤勝衛の
遺産に学ぶ−』（大明堂、1990 年） 
・大槻恵美『風土に生きる場所に生きる –
地域の変容と再構成に関する地理学的研
究−』（ナカニ 
シヤ出版、2010 年） 
・森岡清志編『地域の社会学』（有斐閣、
2008 年） 
 
４．研究成果 
 



 これまでに収集してきた三澤勝衛の著
作・論文、及び郷土教育聯盟等の先行研究の
分類と分析、郷土教育上の価値と現代への適
用可能性の検討をおこなった。下記のような
文献からのアプローチを行うことを主とし
た。 
 とくに文献からは、郷土教育の概念規定、
郷土教育の意義、ならびに地域に即した実例
を取り上げて検討した。 
 
・伊藤純郎『郷土教育運動の研究』（思文閣、
1998 年） 
・郷土教育聯盟機関誌『郷土』、『郷土科学』、
『郷土教育』（全２４巻） 
・三澤勝衛『三澤勝衛著作集』（農文協、2009 
年） 
 
 また、具体的郷土として対象とする奈良県
北西部については、古代史研究としてのアプ
ローチではなく、現実に近隣の小学校におい
ていかなる「地域学習」としての現実的なア
プローチを観察することにした。 
 この調査により、郷土教育としての要素を
抽出し考察したが、特に具体的事例として、
東大寺もしくは興福寺周辺を近隣に持つ小
学校を取り上げ、地域学習的アプローチの現
実態と効果を検証した。奈良市内ではこの対
象が高学年の歴史学習として扱われる以前
に、中学年の地域学習としても扱っており、
さらに低学年生活科学習の中にも奈良公園
界隈の諸活動（遠足、写生大会）が取り入れ
られている。高学年における歴史学習として
の教材が、近隣の小学生にとっては低学年に
おける「日常的事例」（三枝孝弘 1979）とし
て意識され、低学年児童においても一定の
「歴史学習」の足がかりが実現しているので
ある。発達段階を考慮すれば、低学年児童の
意識にある東大寺盧舎那仏像と高学年児童
の意識にある東大寺盧舎那仏像は同一では
ない。同じ対象が異なる次元で意識されてい
るのである。この意識の相違は、子どもたち
の自由研究発表、日記、さらには授業実践等
の事実から読み解くことが可能であったが、
一部の抽出児からは独自学習の成果に関す
る聞き取り調査をおこなう承諾を得ており、
家庭における取り組みとその成果を合わせ
て収集することができた。 
 郷土教材を研究代表諸自身のフィールド
ワークによって調査・記録することと同時に、
郷土教材としての教育的価値を明らかにす
るために、関係者への聞き取り調査や児童へ
のアンケートによって、日常的な事物や事象
に対して可能な限りリアルな教材価値を発
現することができるように、さらにそれを授
業実践レベルへと発展させるように検討を
おこなうことに努め、一定の成果が得られた。 
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